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七
月
二
十
六
日
（
火
）、
前
橋
問

屋
セ
ン
タ
ー
会
館
を
会
場
に
、
群
馬

県
・
群
馬
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・

群
馬
県
商
工
会
連
合
会
・
群
馬
県
中

小
企
業
団
体
中
央
会
の
後
援
の
も
と

「
第
五
回
地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
群
馬
県
尾
瀬
憲
章
」「
ぐ
ん
ま
星
空

憲
章
」
に
次
ぐ
本
県
三
つ
目
の
憲
章

で
、
議
員
提
案
に
よ
る
制
定
は
最
初

の
例
と
な
り
ま
す
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
の
「
中
小
企
業

憲
章
」
の
意
義
を
再
確
認
し
、
関
係
各

所
の
理
解
を
深
め
、
さ
ら
に
市
長
村
に

運
動
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
。

当
日
は
同
友
会
会
員
を
は
じ
め
、
県
議

会
議
員
、
市
町
村
議
員
、
県
職
員
、
経

済
団
体
関
係
者
な
ど
、
総
勢
約
七
十
名

が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

石
田
政
策
委
員
長
の
開
会
挨
拶
に

続
き
、
会
員
で
県
議
会
議
員
の
中
村

紀
雄
氏
が
今
日
ま
で
の
経
過
と
開
催

趣
旨
を
説
明
。「“

仏
つ
く
っ
て
魂
入

れ
ず‘

は
禁
物
。
中
小
企
業
憲
章
制

定
を
有
意
義
に
す
る
た
め
に
は
、
今

後
の
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
」
と
、
継
続
的
な
協
力
依
頼
を
求

め
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
国
の
中
小
企
業
憲
章

制
定
を
直
接
担
当
さ
れ
た
、
前
・
中

小
企
業
庁
事
業
環
境
部
企
画
課
長
の

群
馬
同
友
会
で
は
、
政
策
委
員
会

を
中
心
に
「
群
馬
県
中
小
企
業
振
興

条
例
」
制
定
に
向
け
た
運
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
二
月
の
定
例

県
議
会
に
お
い
て
「
群
馬
県
中
小
企

業
憲
章
」
と
し
て
の
制
定
を
決
議
。

同
六
月
十
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
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宮
本
昭
彦
氏
を
迎
え
、「
大
震
災
か

ら
の
復
興
と
日
本
経
済
の
成
長
は
、

中
小
企
業
の
力
で
！
〜
中
小
企
業
憲

章
制
定
（
国
）
の
意
義
と
は
？
〜
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
本
氏
は
、
昨
年
六
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
中
小
企
業
憲
章
（
国
）
の

制
定
趣
旨
や
検
討
経
緯
、
位
置
付
け

な
ど
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
話
し
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
中
小
企
業
が
力

を
発
揮
す
る
こ
と
で
国
の
新
し
い
将

来
像
が
描
け
る
と
の
見
方
を
提
示
し

た
」
と
説
明
。
ま
た
、
今
後
の
憲
章

活
用
に
つ
い
て
は
「
政
府
全
体
の
中

小
企
業
政
策
の
土
台
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
中
小
企
業
の
方
々
と
と
も
に

議
論
し
、
考
え
、
深
め
て
い
く
た
め

の
も
の
」
と
、
そ
の
方
向
性
を
示
唆

し
ま
し
た
。

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
経
済
の
成
長
は
、

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
経
済
の
成
長
は
、 

中
小
企
業
の
力
で
！

中
小
企
業
の
力
で
！
 

大
震
災
か
ら
の
復
興
と
日
本
経
済
の
成
長
は
、

中
小
企
業
の
力
で
！

〜
第
５
回
地
域
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜
 

群馬県は、事業所の多くが中小企業であり、大勢の人々がそこ
で働き、様々な分野で果敢に挑戦する中小企業が産業を支える中
小企業立県です。そして、小規模企業を始めとした中小企業が、
地域社会において大きな役割を担っています。
これからの本県経済を発展させ、県民の暮らしを豊かにするに

は、中小企業の健全な発展が必要です。そのためには、地域を支
える中小企業を支援することが大切です。
県内経済が東日本大震災の大きな影響を受けた今こそ、群馬を

はばたかせるため、地域の要となる企業を生み育てる環境づくり
を進めます。中小企業とそこに関わる人々が誇りを持って生きる
「ふるさと群馬」を築いていくため、ここに、中小企業振興の理
念として、群馬県中小企業憲章を定めます。

１　地域を支える中小企業の健全な発展を、国、市町村、関係機
関と連携しながら支援します。

１　未来を担う世代が中小企業に誇りと夢を持てるよう、その重
要さを伝えます。

１　公正な取引環境の整備に努め、中小企業の果敢な挑戦を支援
します。

１　施策の立案実施にあたっては、中小企業の立場にたち、経済
環境の変化に対応し、常に迅速かつ適切な対策を講じます。

群馬県中小企業憲章
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会
社
の
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が
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仕
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「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」
第
一
講

会
社
の
方
向
性
を
示
す
の
が

会
社
の
方
向
性
を
示
す
の
が
 

　
　
　
　
　
　
　
経
営
者
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
経
営
者
の
仕
事
 

会
社
の
方
向
性
を
示
す
の
が
 

　
　
　
　
　
　
　
経
営
者
の
仕
事

経
営
研
究
部
会
主
催
に
よ
る
、
第

十
六
期
「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」

（
一
泊
二
日
／
全
六
講
）
が
今
年
度

も
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
三
月

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
行
動
を
起

こ
し
た
会
員
企
業
の
多
く
は
、
や
は

り
経
営
指
針
を
成
文
化
し
て
い
ま
し

た
。
企
業
の
道
し
る
べ
と
な
る
経
営

指
針
書
が
、
有
事
に
直
面
し
た
際
に

絶
大
な
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
示

し
た
事
実
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
事
実
に
呼
応
す
る
か
の

よ
う
に
、
今
年
度
の
「
つ
く
る
会
」

は
例
年
以
上
に
新
し
い
顔
触
れ
が
多

く
、
全
三
十
六
名
の
う
ち
半
数
近
い

十
六
名
が
初
め
て
の
参
加
者
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
昨
年
に

引
き
続
い
て
「
社
員
と
共
に
つ
く
る

経
営
指
針
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
継
承

し
、
さ
ら
に
充
実
し
た
中
身
を
伴
っ

て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

第
一
講
は
七
月
二
十
二
日

（
金
）
・
二
十
三
日
（
土
）
の
二
日

間
、
沼
田
市
内
の
ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ

ー
タ
を
会
場
に
「
経
営
理
念
の
作
成

と
深
掘
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま

澤
浦
部
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ

た
一
日
目
は
、
経
営
指
針
作
成
に
あ

た
っ
て
の
基
礎
と
し
て
、
㈱
Ｗ
Ｍ

Ｃ
・
山
口
氏
が
「
経
営
指
針
作
成
の

意
義
と
全
体
像
」
と
題
し
、
経
営
環

境
の
構
造
変
化
や
経
営
者
の
役
割
の

説
明
を
交
え
な
が
ら
、
そ
の
重
要
性

を
講
義
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
が

初
参
加
だ
っ
た
㈱
邦
和
・
丹
羽
氏
が

「
経
営
指
針
作
成
で
我
が
社
は
こ
う

変
わ
っ
た
」と
題
し
て
体
験
報
告
し
、

「
自
社
の
現
状
が
整
理
さ
れ
、
実
行

す
る
こ
と
と
し
な
い
こ
と
が
ハ
ッ
キ

リ
し
た
。
経
営
指
針
で
会
社
の
方
向

性
を
示
す
の
が
経
営
者
の
仕
事
だ
と

つ
く
づ
く
感
じ
る
」
と
、
作
成
過
程

で
の
率
直
な
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
体
験
談
を
も
と
に
グ
ル

ー
プ
討
論
。「
経
営
者
の
肝
に
座
っ
た

理
念
こ
そ
が
全
社
結
束
の
旗
印
」「
と

に
か
く
頑
張
れ
！
で
は
社
員
は
頑
張

れ
な
い
」「
三
代
先
ま
で
見
据
え
た
指

針
を
つ
く
る
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
経
営
者
と
し

て
自
身
を
振
り
返
る
機
会
に
す
る
と

と
も
に
、
今
後
の
経
営
指
針
作
成
へ

の
想
い
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

一
日
目
の
後
半
か
ら
二
日
目
は
、

今
年
度
が
初
参
加
に
な
る
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
経
営
理
念
を
検
討
す
る
Ａ

コ
ー
ス
と
、
昨
年
か
ら
連
続
参
加
に

な
る
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
財
務
分
析

を
す
る
Ｂ
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
進
行

し
ま
し
た
。
Ａ
コ
ー
ス
は
「
経
営
理

念
検
討
シ
ー
ト
」
の
記
入
と
グ
ル
ー

プ
討
論
を
交
互
に
行
い
、
創
業
者
が

会
社
に
込
め
た
想
い
や
メ
ン
バ
ー
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

自
社
の
使
命
を
経
営
理
念
に
重
ね
て

い
き
ま
し
た
。
一
方
、
Ｂ
コ
ー
ス
は

「
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

基
づ
い
て
経
営
課
題
を
抽
出
し
た

後
、
同
業
者
比
較
な
ど
に
よ
り
財
務

の
面
か
ら
課
題
整
理
を
し
て
い
き
ま

し
た
。

次
回
、
第
二
講
は
「
経
営
理
念
の

ま
と
め
と
自
社
分
析
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
ま
す
。
半
年
間
に
及
ぶ
長
丁

場
を
越
え
た
暁
に
は
、
決
し
て
ブ
レ

る
こ
と
の
な
い
強
靭
な
経
営
指
針
が

完
成
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

「水なし印刷」をお薦めします 
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず 

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。 
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。 

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、 

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、 

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。 

し
た
。
参
加

者
は
企
業
の

根
幹
を
な
す

経
営
理
念
の

成
文
化
や
練

り
直
し
を
中

心
に
、
講
義

や
実
習
を
行

い
ま
し
た
。
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七
月
は
㈱
オ
ー
モ
リ
社
長
で
現

在
、
伊
香
保
温
泉
観
光
協
会
の
会
長

を
つ
と
め
る
大
森
隆
博
氏
が
「
商
売

敵
か
ら
商
売
仲
間
へ
〜
自
社
の
繁
栄

は
地
域
の
繁
栄
と
と
も
に
〜
」
と
題

「
こ
の
夏
を
乗
り
切
る
節
電
対
策

〜
ひ
と
り
の
一
〇
〇
歩
よ
り
、
み
ん

な
の
一
歩
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
局

情
報
番
組
に
多
数
出
演
す
る
、
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
片
亀
光
氏
を
招
い

七
月
は
新
支
部
長
で
あ
る
㈲
ノ
ー

ム
ラ
ン
ド
高
橋
の
高
橋
宣
明
氏
が
、

「
今
、
経
営
者
魂
を
燃
や
し
て
…
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

平
成
十
年
に
三
代
目
と
し
て
就
農

し
て
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
と
と
も

に
、
毎
年
参
加
し
て
い
る
「
経
営
指

針
を
つ
く
る
会
」
で
ま
と
め
上
げ
た

指
針
に
基
づ
き
、
自
社
の
経
営
理
念

や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
熱
い
思
い
を
の

せ
て
報
告
し
ま
し
た
。

偶
然
に
も
支
部
長
就
任
と
同
時
期

に
何
の
前
触
れ
も
な
く
突
然
に
交
代

を
言
い
渡
さ
れ
、
社
長
に
も
就
任
。

原
発
問
題
に
く
わ
え
て
繁
忙
期
も
重

な
り
、「
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も

疲
れ
果
て
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
し

て
…
」
と
、
高
橋
氏
は
現
状
の
大
変

さ
を
素
直
に
口
に
し
な
が
ら
も
、
経

営
指
針
に
込
め
ら
れ
た
思
い
か
ら

は
、
経
営
者
と
し
て
の
自
覚
が
し
っ

か
り
と
醸
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
率
直
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
飛
び
交
い
、
お
互
い
の

思
い
を
つ
な
ぐ
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

渋
川
吾
妻
支
部
７
月
例
会 
商
売
敵
か
ら
商
売
仲
間
へ
 

太
田
支
部
７
月
例
会 

節
電
対
策
〜
ひ
と
り
の
一
〇
〇
歩
よ
り
、み
ん
な
の
一
歩
〜
 

沼
田
支
部
７
月
例
会 

今
、
経
営
者
魂
を
燃
や
し
て
…
 

つ
い
て
解
説
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

や
ヨ
シ
ズ
な
ど
の
一
般
的
な
方
法
か

ら
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
手
軽
に
購

入
で
き
る
商
品
の
活
用
術
、
自
作
の

ユ
ニ
ー
ク
な
装
置
の
紹
介
な
ど
、
片

亀
氏
が
あ
の
手
こ
の
手
で
実
践
す
る

節
電
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
も
「
で
き
る
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」「
電
気
料
金

が
月
二
千
円
の
片
亀
家
を
見
習
い
た

い
」「
明
日
、
早
速
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
に
行
き
ま
す
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー 

有限会社 エーピーエム 
充実した設備と長年培った確かな技術力で 
お客様のご要望にお応えします！ 

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2 
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059 

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

蔵前産業株式会社 
〒379-2153 前橋市上大島町176-44 

TEL  027（261）3552    FAX 027（261）0414 

ISO9001・ISO14001　認証取得 

代表取締役　橋本　勝 

し
て
報
告
し
ま
し
た
。

大
森
氏
は
、
伊
香
保
温
泉
の
変
遷

を
軸
に
、
自
身
が
こ
れ
ま
で
ど
う
関

わ
り
、
伊
香
保
が
ど
う
変
わ
っ
て
き

た
か
を
分
か
り
易
く
、
且
つ
情
熱
的

て
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
電
力
消
費
比

率
や
昨
年
の
消
費
電
力
推
移
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
夏
の
節
電
対
策
で
一
番

大
切
な
空
調
（
冷
房
）
の
効
率
化
に

に
語
り
ま
し
た
。

地
元
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
地

域
の
繁
栄
の
た
め
に
尽
力
す
る

姿
に
誰
も
が
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。ま

た
、「
こ
れ
か
ら
は
行
政

区
域
を
越
え
た
文
化
・
経
済
圏

構
想
の
連
携
、
適
材
適
所
の
チ

ー
ム
プ
レ
ー
の
感
覚
で
新
た
な

中
核
的
観
光
ゾ
ー
ン
を
創
出

し
、
次
代
に
繋
ぎ
た
い
」
と
語

る
大
森
氏
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
更
な
る
活
躍
に
、
エ
ー
ル
を

送
る
発
言
が
続
々
と
飛
び
交
う

例
会
と
な
り
ま
し
た
。
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七
月
二
十
日
（
水
）、
桐
生
プ
リ

オ
パ
レ
ス
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
例

会
」
を
開
催
。
報
告
者
を
東
毛
地
域

を
中
心
に
工
場
等
の
昼
給
食
を
製
造

販
売
す
る
、
㈲
花
ぶ
さ
太
田
店
、
取

締
役
店
長
・
花
房
崇
享
氏
（
桐
生
支

部
所
属
）
が
務
め
、「
花
に
は
水
を
、

お
弁
当
に
は
付
加
価
値
を
！
〜
サ
ー

ビ
ス
業
の
視
点
か
ら
見
た
課
題
と
は

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
経
営
体
験
を
報

告
し
ま
し
た
。

花
房
氏
は
会
社
概
要
の
説
明
に
続

い
て
、
同
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
弁
当

個
人
受
注
管
理
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
た
経
緯
を
説
明
。「
顧
客
か
ら
の

店
舗
に
よ
る“

つ
く
ね
家（
居
酒
屋
）‘

出
店
な
ど
、
飲
食
業
へ
の
進
出
に
踏

み
切
っ
た
理
由
を
説
明
。
そ
の
一
例

と
し
て
顧
客
の
反
応
に
つ
い
て
触

れ
、「
と
ん
か
つ
弁
当
五
〇
〇
円
で

は
高
く
感
じ
、
と
ん
か
つ
定
食
五
〇

〇
円
は
安
く
感
じ
る
。
同
じ
食
材
を

使
っ
て
も
場
所
と
見
せ
方
、
時
間
帯

で
反
応
は
大
き
く
変
わ
る
」
と
、
提

供
の
仕
方
で
ま
っ
た
く
別
の
付
加
価

値
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
話
し

ま
し
た
。

報
告
の
最
後
に
は
、
こ
れ
ま
で
に

挙
げ
た
成
果
以
上
の
項
目
を“

今
後

の
課
題

‘

と
し
て
列
挙
。「
特
に
介

護
福
祉
施
設
の
委
託
給
食
事
業
は
撤

退
し
た
苦
い
思
い
出
が
あ
る
。
こ
の

秋
に
リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
が
い
た
だ
け

た
の
で
何
と
し
て
も
軌
道
に
乗
せ
た

い
」
と
、
蹉
跌
を
乗
り
越
え
る
誓
い

を
立
て
て
締
め
括
り
ま
し
た
。

報
告
終
了
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、「
ど
の
業
種
も
秘
策
は
な
い
の

で
、
顧
客
の“

困
っ
た‘

に
応
え
る
こ

と
が
大
切
」「
製
造
業
で
も
国
内
に

は
面
倒
く
さ
い
仕
事
し
か
残
ら
な
い

の
は
同
じ
」「
要
望
に
反
応
す
る
に

は
、
ま
ず
自
社
は
何
が
で
き
る
か
を

正
し
く
把
握
す
る
こ
と
か
ら
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。「

花
房
さ
ん
の
問
題
意
識
の
高
さ
、

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
姿
勢
。
チ
ャ

ン
ス
を
見
逃
さ
な
い
秘
訣
は
そ
こ
に

あ
る
」。
座
長
の
ま
と
め
が
、
付
加

価
値
の
ル
ー
ツ
を
端
的
に
表
し
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

要
望
を
キ
ッ
カ
ケ
に
一
年

の
歳
月
を
費
や
し
て
個
人

受
注
ソ
フ
ト
を
完
成
さ
せ

た
。
顧
客
の“

面
倒
く
さ

い
・
困
っ
た‘

は
宝
の
山
。

今
で
は
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
る
付
加
価
値
が
他
社
と

の
差
別
化
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
」
と
、
顧
客
要

望
を
大
切
に
す
る
こ
と
で

成
果
に
結
び
付
け
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
太
田
＆
桐
生
市

役
所
の
ラ
ン
チ
出
店
や
同

「
中
小
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

〜
経
営
者
自
身
の
心
の
ケ
ア
も
忘
れ

ず
に
〜
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
理
事

長
を
務
め
る
、
㈲
新
井
労
務
管
理
事

務
所
、
社
長
・
新
井
政
信
氏
（
高
崎

支
部
所
属
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

深
刻
化
す
る
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
（
心
の
健
康
問
題
）
の
現
状
を

統
計
や
事
例
な
ど
を
基
に
説
明
し
、

そ
の
重
要
性
や
企
業
責
任
に
つ
い
て

指
摘
。
管
理
監
督
者
の
役
割
と
し
て

「
社
員
の
不
調
に
早
く
気
付
き
、
ゆ

っ
く
り
と
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ

と
。
そ
れ
だ
け
で
防
げ
る
場
合
も
多

い
」
と
、
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
教
示
し
ま
し
た
。

経
営
者
の
心
の
ケ
ア
に
関
し
て

は
、「
仕
事
を
離
れ
る
時
間
、
相
談

し
合
え
る
仲
間
の
存
在
は
大
き
い
」

と
、
同
友
会
な
ど
を
上
手
に
活
用
す

る
意
義
を
唱
え
ま
し
た
。

伊
勢
崎
支
部
７
月
例
会 

中
小
企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
 

研削加工のワンストップショッピング 
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削 
FAX1枚で完成品をお届け 

株式会社 アミイダ 
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645 

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575 
URL / www.actpg.co.jp

桐
生
支
部
７
月
例
会 
お
弁
当
に
付
加
価
値
を
！
 



同 友 ぐ ん ま（5）2011年９月号 第353号

を
は
じ
め
、
外
部
講
師
を
招
い
て

「
礼
儀
挨
拶
徹
底
研
修
」
に
よ
る
基

本
行
動
の
確
認
、
挨
拶
や
返
事
の
修

得
な
ど
を
実
施
。
ま
た
、
実
際
の
商

品
や
映
像
な
ど
、
各
社
が
練
習
を
重

ね
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
発
表
し
た

「
会
社
Ｐ
Ｒ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、「
会
社
の
仕
組
み
、

仕
事
の
仕
組
み
」（
小
井
土
社
長
）、

「
時
は
金
な
り
」（
提
箸
社
長
）
と
題

し
た
、
経
営
者
の
熱
の
こ
も
っ
た
講

義
を
基
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
実
施
。
最
後
に
「
行
動
計
画

の
設
定
＆
決
意
表
明
」
を
受
講
生
そ

れ
ぞ
れ
が
ま
と
め
ま
し
た
。

受
講
生
が
記
し
た
研
修
レ
ポ
ー

ト
＆
経
営
者
側
の
感
想
（
抜
粋
）
を

左
記
に
掲
載
し
ま
す
。

﹇
研
修
生
﹈

○
異
業
種
の
人
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
休
み
時
間
を
通

じ
て
意
見
交
換
し
、
考
え
方
や
感
じ

方
の
違
い
を
知
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
仕
事
を
す
る
う
え
で
貴
重
な
経
験

で
す
。

○
挨
拶
訓
練
は
厳
し
い
な
か
に
も
学

ぶ
こ
と
が
と
て
も
多
か
っ
た
で
す
。

社
会
を
生
き
抜
い
て
行
く
た
め
に
は

七
月
十
五
日
（
金
）
・
十
六
日

（
土
）、
四
月
の
新
入
社
員
研
修
会
に

引
き
続
き
、
高
山
村
の
群
馬
パ
ー
ス

学
園
「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
高
山
」
を

会
場
に
、「
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研

修
会
」
を
開
催
。
二
十
一
社
よ
り
五

十
三
名
、
経
営
者
を
含
め
て
約
八
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
三
ヶ
月
ぶ
り

の
再
会
を
果
た
し
た
研
修
生
た
ち

は
、
お
互
い
の
意
識
を
高
め
合
う
と

同
時
に
、
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て

の
目
標
設
定
、
人
生
を
ど
う
歩
む
か

な
ど
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ

い
て
学
び
合
う
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。一

日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
出
来

た
こ
と
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
発
表

し
あ
う
「
三
ヶ
月
間
の
振
り
返
り
」

前
橋
支
部
七
月
例
会
は
、
高
崎
支

部
よ
り
報
告
者
に
㈲
高
崎
ク
エ
イ

ル
、
社
長
・
串
田
幹
雄
氏
を
迎
え
、

「
経
営
指
針
を
通
し
て
自
分
は
こ
う

変
わ
っ
た
」
と
題
し
て
、
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

串
田
氏
は
、
同
友
会
と
の
出
会
い

か
ら
、
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
を

説
明
。

経
営
指
針
づ
く
り
で
は
「
創
業
者

の
思
い
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
、
自
社
の
分
析
を
行
い
、
半
年
か

け
て
経
営
指
針
を
ま
と
め
上
げ
て
い

く
中
で
、
会
社
と
自
分
自
身
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、

会
社
の
変
化
や
自
分
自
信
が
変
わ
っ

て
い
っ
た
様

子
を
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
交
え

な
が
ら
率
直

に
参
加
者
た

ち
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

高
崎
支
部
は
北
海
道
で
開
催
さ
れ

た
中
同
協
の
「
第
四
十
三
回
定
時
総

会
」
へ
の
参
加
を
七
月
例
会
と
位
置

づ
け
ま
し
た
。

遠
方
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、
結
果

的
に
高
崎
支
部

か
ら
の
参
加
は

五
名
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、

一
一
五
〇
名
を

超
え
る
同
友
の

熱
気
の
中
で
、

参
加
し
た
誰
も

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
 

〜
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
会
を
開
催
〜

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う
 

社
員
と
経
営
者
が
共
に
学
び
合
う

前
橋
支
部
７
月
例
会 

経
営
指
針
を
つ
く
っ
て
自
分
は
こ
う
変
わ
っ
た
 

高
崎
支
部
７
月
例
会 

全
国
総
会
に
参
加
 

が
大
き
な
感
動
と
学
び
を
持
ち
帰
り

ま
し
た
。

尚
、
今
回
の
総
会
で
は
、
二
日
目

の
全
体
会
議
の
中
で
東
日
本
大
震
災

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
被
災
地
三

県
か
ら
の
特
別
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
震
災
直
後
か
ら
し
っ
か
り
と
前

を
向
き
、
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
復

興
を
す
す
め
て
い
る
姿
に
、
す
べ
て

の
参
加
者
が
感
銘
を
受
け
、
逆
に
勇

気
と
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
会
場

に
は
鳴
り
や
ま
な
い
盛
大
な
拍
手
が

い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
ま
し
た
。

基
本
が
最
も

大
切
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

た
っ
た
一
人

の
行
動
が
会

社
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
に
繋

が
る
こ
と
を

意
識
し
、
今
後
も
業
務
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

○
経
営
者
の
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
か

ら
、
仕
事
と
の
向
き
合
い
方
を
学
び

ま
し
た
。「
会
社
の
仕
組
み
、
仕
事

の
仕
組
み
」
の
講
義
を
聞
き
、
今
ま

で
何
も
考
え
ず
に
仕
事
を
し
て
い
た

自
分
を
反
省
し
ま
し
た
。

﹇
経
営
者
﹈

○
貴
重
な
二
日
間
の
時
間
を
風
化
さ

せ
な
い
よ
う
、
社
内
で
の
フ
ォ
ロ
ー

を
徹
底
し
た
い
。
そ
れ
が
経
営
者
の

使
命
と
認
識
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
社
員
教
育
の

姿
勢
・
手
法
を
自
社
で
実
践
し
て
い

き
た
い
。

○
受
講
生
が
「
自
分
」
と
「
会
社
」

に
つ
い
て
考
え
る
場
に
な
っ
た
。
今

後
ど
う
な
っ
て
い
き
た
い
の
か
、
そ

の
た
め
に
何
を
す
る
の
か
、
と
い
う

普
段
は
意
識
し
づ
ら
い
部
分
に
ス
ポ

ッ
ト
が
当
た
る
の
も
良
か
っ
た
。

○
年
々
参
加
す
る
経
営
者
が
増
え
、

さ
ら
に
全
支
部
よ
り
ま
ん
べ
ん
な
く

参
加
す
る
状
況
は
非
常
に
喜
ば
し
い
。
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部品加工の  

ホームページで仕事の受注が出来ました。 
　　　好評「部品加工のマテハン」 

URL : http ://www.kk-matehan.co.jp/ 
E-mail : mth@kk-matehan.co.jp

株式会社 

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て  
北関東機械加工センターを目指します。 

従業員数　22名
代表取締役　　山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

代表取締役  朽木　康 
こう 

800Ｗのハロゲンヒーター1,250個分の熱 電力節減は 
  　       から 遮熱 遮熱 遮熱 

(有)クチキテック 
TEL 0278（22）0691／FAX0278（22）0696 
http://www.kuchikitec/jp（クチキテックで検索） 

太陽からは１kw/Gのエネルギーが放射されます。
1,000Gの屋根なら800wのハロゲンヒーター1,250個
分の熱に匹敵します。冷房電力を使いお金をかけて
この熱を冷やすより、まず遮熱です。 
遮熱塗装で冷房温度を2℃上げることができます。
これにより、10％の節電が可能です。 

イチオシ 

会員企業紹介 
わが社の 

渋なび 
高橋　緑氏（渋川吾妻支部所属） 

ポータルサイト「渋なび」 

Q
&

 

 
 
A

き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち

で
な
い
お
店
で
も
、
ま
た
外
出
先
か

ら
も
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
、
情
報

発
信
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
開
設
の
経
緯
は

都
内
で
生
活
し
て
い
る
と
き
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
地
域
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
地
元
に
戻
っ
た
と
き
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
地
元
の
情
報
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
便
を
感
じ
た

の
が
き
っ
か
け
で
す
。

▼
評
判
は
ど
う
で
す
か

地
元
の
方
か
ら
は
身
近
な
存
在
と

し
て
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

登
録
し
て
い
る
お
店
の
経
営
者
か
ら

相
談
を
受
け
た
り
、
町
の
活
性
化
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た
り
と
気

軽
に
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
渋
な
び
を

見
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
が
い

た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り

▼
会
社
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

三
年
前
、
友
人
と
と
も
に
渋
川
と

北
群
馬
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
渋
な

び
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
六
月
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
ち
づ
く
り
楽
し
み
隊
」
を
設
立

し
、「
渋
な
び
」
と
合
わ
せ
て
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、
農
業
体
験

の
企
画
な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
情

報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

渋
川
市
出
身
で
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
Ｓ
Ｅ
と
し
て
十
年
ほ
ど
都
内
の

Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

離
婚
を
機
に
七
年
程
前
に
渋
川
市

に
戻
り
、
子
供
が
小
さ
か
っ
た
た
め

父
の
経
営
す
る
会
社
を
手
伝
う
傍
ら

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
渋
な
び
」
を
開

設
し
ま
し
た
。

▼
「
渋
な
び
」
に
つ
い
て
詳
し
く

地
域
の
飲
食
店
、
企
業
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
情
報
発

信
を
し
て
お
り
、
地
域
の
人
の
み
な

ら
ず
都
内
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
あ
り

ま
す
。

登
録
し
て
い
る
お
店
や
企
業
は
、

自
分
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
」
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら

は
も
ち
ろ
ん
、
携
帯
電
話
か
ら
も
書

ま
し
た
。

最
近
で
は
行
政
の
方
々
に
も
少
し

ず
つ
認
知
さ
れ
、
地
域
の
情
報
を
提

供
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た
。

▼
課
題
は
何
で
す
か

地
域
貢
献
と
し
て
の
「
渋
な
び
」、

そ
し
て
月
額
二
〇
〇
〇
円
会
費
と
い

う
低
料
金
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、

掲
載
情
報
を
更
に
増
や
し
て
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
飛
び
込
み
訪
問
を
し
て
も

な
か
な
か
信
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

信
頼
し
て
く
だ
さ
っ
た
会
員
様
か

ら
、
次
の
会
員
様
を
紹
介
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。

▼
最
後
に
一
言

地
域
に
根
ざ
し
た
信
頼
さ
れ
る
会

社
、
情
報
発
信
・
提
案
が
で
き
る
会

社
に
な
り
、
企
業
・
行
政
・
地
域
の

人
々
が
繋
が
る
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
を
す
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

ま
た
同
時
に
、
地
産
地
消
・
持
続

可
能
な
循
環
型
社
会
・
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
提

案
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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掲
載
企
業
随
時
募
集
!!
 

お
問
い
合
せ
は
事
務
局
ま
で
 



同友会のホームページで 
会員検索できます。 

同 友 ぐ ん ま（7）2011年９月号 第353号

【大震災の復旧に貢献】 ㈱前田設備
経済産業省は２日、東日本大震災の復旧や復興に貢

献した本県の４社を含む全国の中小企業115社を表彰
する、と発表した。中小企業庁のホームページで各社
の取り組みを紹介することで、支援の拡大、早期の復
興につなげたい考えだ。
本県の対象企業はエスビック、細谷工業、藤田エン

ジニアリング、㈱前田設備（開発部長・前田善成氏＝
沼田支部所属）。
津波や地震で被災しながらも事業再開や被災者支援

などに尽力した企業42社、被災した企業の復旧に貢献
した企業が38社、被災者の雇用確保や生活支援に貢献
した企業が35社だった。 ［８／３付上毛］

【生産能力大幅に拡大】 ㈱モハラテクニカ
精密板金加工を手掛ける㈱モハラテクニカ、代表取

締役・茂原純一氏（高崎支部所属）はこのほど、世界
最高の性能と呼び声が高いドイツ・トルンプ社製のパ
ンチ・レーザー複合機「TruMatic7000」を導入した。
中小企業への導入は全国的にも少なく、県内企業では
初となる。加工スピードが速いのはもちろん、裏傷防
止機能を搭載するなど、高品質加工を可能にしている

のが特色で、投資額は約２億円。同社では今年初めにも
工場を増設し、材料自動倉庫を設置するなど、設備投資
を積極化させており、新規需要を取り込んでいく方針だ。
茂原社長は「需要増に対応する形で、積極的に設備投

資を行ってきたが、自分の代では一段落と考えている。
あとは、仕事量を増やしていくだけ。新体制をPRしてい
ければ」と話す。 ［８／11付ぐん経］

【高齢者の転倒を防止】 かそり接骨院
かそり接骨院、院長・加曽利正美氏（太田支部所属）

は、中小企業新事業活動促進法に基づく経営革新計画の
承認を受け、高齢者の転倒防止用シューズインソールの
開発、販売に取り組む。かかとに片寄りがちな重心を足
全体に分散し、足指でしっかり地面をつまめるよう工夫
したもの。試作品の効果を大学で検証してもらったとこ
ろ、姿勢が安定し歩行速度が増すことが分かった。現在、
量産化に向けて県内外の企業と研究を進めており、来春
の販売開始を目指す。
加曽利院長は、「靴の機能が非常に良くなってきたた

め、足の機能が使われなくなっているのが現状。本来持
っている足の力を回復させ、お年寄りの自身につなげた
い。将来はユニバーサルデザイン商品として広げていけ
れば」と話している。 ［８／25付ぐん経］

関東防災工業株式会社 
消防設備・電気設備のことなら 

■本　　　社　〒371-0056　群馬県前橋市青柳町583-2 
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）234-3351（代） 
■安中事務所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）385-5261 
■東毛営業所　〒370-0801　群馬県太田市台之郷町732-30
　　　　　　　　　　　　  TEL（0276）46-0736

Ⅱ．

承
認
事
項

１．

共
同
求
人
部
会
と
共
育
部
会
の

統
合
に
つ
い
て
の
提
案

○
共
同
求
人
部
会
と
共
育
部
会
の
統

合
に
つ
い
て
の
提
案
と
主
旨
説
明
が

提
箸
共
同
求
人
部
会
長
よ
り
な
さ

れ
、
来
期
に
向
け
て
統
合
す
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

２．

入
退
会
者
承
認
と
支
部
別
入
会

者
目
標
の
確
認

七
月
理
事
会
以
降
の
入
退
会
者

（
入
会
十
名
、
退
会
一
名
）
を
承
認
。

会
員
数
は
四
四
六
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
渋
川
吾
妻
支
部
は
入
会
目

標
を
見
事
に
達
成
し
ま
し
た
。

Ⅲ．

審
議
事
項

１．
「
同
友
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て

同
友
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
「
よ
り
参
加
し
や
す
い
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
す
る
た
め
、
各

支
部
で
の
実
施
に
切
り
替
え
る
」
と

の
提
案
が
総
務
会
よ
り
な
さ
れ
、
移

行
す
る
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
方
策

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
か
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅳ．

そ
の
他

１．

次
回
理
事
会
の
開
催
日
程
確
認

第
五
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開

催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
時：

九
月
十
三
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場：
同
友
会
事
務
所

日
時

八
月
九
日
（
火
）

十
八
時
三
十
分
〜

会
場

同
友
会
事
務
所
会
議
室

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
古
郡
、
阿
久
戸
、

澤
浦
、
田
村
、
相
沢
、
常
任
理
事
／

提
箸
、
布
施
、
前
田
、
桑
原
、
丹
羽
、

蜂
巣
、
高
橋
（
寿
）、
岡
田
、
島
山
、

小
林
、
理
事
／
五
十
嵐
、
根
岸
、
植

杉
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
保

坂
（
役
員
計
十
八
名
）

【
議
　
事
】

澤
浦
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
阿
久
戸
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と

開
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅰ．

報
告
連
絡
事
項

１．

総
務
会
報
告

議
長
よ
り
、
本
日
開
催
さ
れ
た
総

務
会
の
概
要
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２．

全
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

七
支
部
・
三
部
会
・
三
委
員
会
・

仲
間
づ
く
り
の
代
表
者
よ
り
、
一
分

間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

３．

そ
の
他

○
中
同
協
役
員
研
修
会
（
七
月
／
千

葉
）
の
報
告
が
事
務
局
よ
り
な
さ
れ

ま
し
た
。

○
経
営
労
働
問
題
全
国
交
流
会
（
八

月
／
福
岡
）、
青
年
経
営
者
全
国
交

流
会
（
九
月
／
富
山
）
の
案
内
が
事

務
局
よ
り
な
さ
れ
ま
し
た
。

第4回 
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同 友 ぐ ん ま第353号 2011年９月号（8）

高
崎
支
部

㈱宮本製作所

代表取締役

宮　本　一　哉
S46年生

〒379-0224 安中市松井田町人見820

創業以来、資源の再利用及び有効活用の推進
を目的として、コンクリートの破砕機、木質破
砕機、およびアスファルトの再生プラントの企
画・設計・製作・施工を行ってまいりました。
これからの循環型社会、環境にやさしい社会創
りの一翼を当社は担っていきたいと考えており
ます。真摯に学ばせていただきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：027-393-5211
ＦＡＸ：027-393-5215

【紹介者／伊藤俊明（宮城同友会）】

機械器具設置工事業、鋼構造物工事業
サッカー

沼
田
支
部

㈱前田設備

専務取締役

前　田　徹　男
S45年生

〒379-1303 利根郡みなかみ町上牧2344-12
ＴＥＬ：0278-72-3334
ＦＡＸ：0278-72-2324

【紹介者／前田善成】

冷凍･空調･衛生･電気･消防･設備･工木･建築
読書、料理、模型製作

渋
川
吾
妻
支
部

スカイテルメ渋川（パリッシュ出版）

営業部長

武　　　忠　男
S26年生

〒377-0004 渋川市半田3129-1

渋川市の入口、上武国道の降り口にある「日
帰り温泉スカイテルメ渋川」の営業担当の武で
す。地域の皆さんとの交流や勉強のために入会
致しました。「群馬No.１の日帰り温泉」を目指
しています。よろしくお願いします。

ＴＥＬ：0279-20-1126
ＦＡＸ：0279-20-1178

【紹介者／石田勝弥】

複合温泉施設の企画運営
サッカー

渋
川
吾
妻
支
部

㈱出　雲

代表取締役

中　野　賢　幸
S42年生

〒377-0007 渋川市石原1600-1
ＴＥＬ：0279-23-4122
ＦＡＸ：0279-23-4126

【紹介者／小林裕一】

結婚式、各種宴会、観光事業、卸売事業
スキー、サッカー

高
崎
支
部

㈱Dream Climbers

代表取締役

大　原　　　岳
S44年生

〒370-0073 高崎市緑町2-16-4 群馬バス第２ビル2F

群馬県内の不動産物件に特化したポータルサ
イト「ぐんま不動産広場」を運営しています。
今年４月に公務員から独立した新人経営者です。
８月から岳行政書士事務所も開設しました。笑
顔で人様の役に立てるような生き方をしていき
たいと思っています。どうぞよろしくお願いし
ます。

ＴＥＬ：027-381-6897
ＦＡＸ：027-381-6898

【紹介者／高橋　緑】

WEBを利用した各種情報サービス、「ぐんま不動産広場」の運営、行政書士業
そば打ち

太
田
支
部

㈲橋本商事

代表取締役

橋　本　　　茂
S30年生

〒370-0603 邑楽郡邑楽町大字中野3081

弊社は製造業でパイプ加工を主に行っており
ます。将来を展望し経営環境づくり、人づくり
を求め同友会に入会させていただきました。沢
山の人たちと交流をして学んでいきたいと思い
ます。よろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0276-88-4823
ＦＡＸ：0276-89-0353

【紹介者／吉田修次】

パイプ部品加工太
田
支
部

㈱タカラ電器

代表取締役社長

新　井　あけみ
S36年生

〒373-0033 太田市西本町41-17

太田の皆様に支えられ創業54年になります。
あったかい仲間と一緒に少しでもお客様のお役
に立てるよう日々勉強中♪３代目の私も同友会
にお世話になり100年企業を目指していきます。
どうぞ宜しくお願いします。

ＴＥＬ：0276-31-3747
ＦＡＸ：0276-31-9406

【紹介者／根岸澄子】

家電製品・通信機器の販売、アフター業務など

桐
生
支
部

㈱レモン

代表取締役

長　岡　光　雄
S43年生

〒376-0035 桐生市仲町2-4-42マツダビル3F

群馬に来て11年。弊社は群馬大の開発した防犯
カメラの販売をさせていただいている他、飲食、
リサイクル業と営んでおります。同業、異業種の
方々と交流をさせていただき、会社、個人ともに
成長できたら、と考えております。よろしくお願
いいたします。

ＴＥＬ：0277-51-3042
ＦＡＸ：0277-51-3042

【紹介者／須藤広志】

防犯カメラ販売、家電・金属回収、BAR運営
ゴルフ

沼
田
支
部

鳥山畜産食品㈱

代表取締役

鳥　山　　　真
S43年生

〒377-0008 渋川市渋川1137-12

赤城牛総販売元として、牛の出生から食肉出
荷まで自社グループ内で一貫して行っており、
生産過程での熱意と配慮そして一層の安心を、
お客様の元へダイレクトにお届けいたします。
同友会で研鑽を重ね、人として会社として成長
をしていきたいと思います。どうぞよろしくお
願いします。

ＴＥＬ：0279-24-1147
ＦＡＸ：0279-24-4745

【紹介者／澤浦彰治】

国産牛（特に赤城牛）の加工販売、牛肉加工品の販売

桐
生
支
部

㈱たつきち

代表取締役

飯　塚　荘　一
S41年生

〒376-0006 桐生市新宿3-13-10

お客様から信頼される店を目指して、社員一同
頑張っています。これから同友会の皆様と交流さ
せていただき、勉強していきたいと思っておりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

ＴＥＬ：0277-44-3525
ＦＡＸ：0277-43-9776

【紹介者／野沢良史】

和食、宴会


